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要         旨 

本論文の目的は、受動表現に現れる韓国語の事態把握の主観性につ

いて、受動表現を取り上げて明らかにし、それが日本語学習時にど

のような影響を及ぼすのかを認知的観点から解明することにある。

研究1では文献を用い、研究2では、産出データを用いて日韓英語母

語話者の受動表現に現れる事態把握の異同を分析及び考察し、研究3

では、韓国語の事態把握が、日本語を学習する際にどのような影響

を及ぼすかについて明らかにした。その結果、受動表現に現れた韓

国語母語話者の事態把握は客観的把握をする傾向があることが確認

された。なお、上級学習者である韓国語を母語とする日本語学習者

は、受動表現の産出において日本語母語話者のように主観的把握を

していると思われる傾向が観察され、事態把握の異同が習得に及ぼ

す顕著な影響は現れないことを示した。 

 審査は２回行われた。１回目の審査では、内容、表現の両面にお

いて改校の余地が多々指摘された。申請者はそれらについて、丁寧

に修正を加えた。公開発表会では研究についてわかりやすく説明

し、質問に対しても適切に回答を示した。最終審査では、指摘のあ

った修正がなされたと判断され、全会一致で、博士（人文科学）

（Ph.D. in Applied Linguistics）が与えられることが認められ

た。 
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インターネット

公表 

○ 学位論文の全文公表の可否（ 可 ・ ◯否 ） 

 

○ 「否」の場合の理由：ウ 

ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 

ウ．出版刊行されている、もしくは予定されている 

エ．学術ジャーナルへ掲載されている、 

もしくは予定されている 

オ．特許の申請がある、もしくは予定されている 

 

※ 本学学位規則第２４条第４項に基づく学位論文 

全文のインターネット公表について 



 


